
川柳は５７５の自画像 

―若菜はるおが全てを変えた(その２)- 
文化世相作家 佐々木晃彦 

 

若菜はるおの画と編集により、私の文字原稿は様変わりをしました。まさに二次的創

作です。挿絵は文章の理解を助け、視覚的に捕捉しながら楽しめるよう工夫された作品で

す。それは文章と一体化して機能し、文字原稿に寄り添います。児童書や絵本では、挿絵

が子供たちの力を発達させることに寄与します(国際情報学研究所)。私たちは日常的に、

二次的創作、三次的創作と隣り合わせにあります。 

前回拙文から変わった点を記します。「寄席にあって最後の色物」(高田文夫)と言わせ

しめた天才のローカル岡が、肝硬変で亡くなりました(2006 年 1 月、享年 62 歳)。それ以

降、私は漫才から漫談に切り替えました。九州では本務に加え、久留米大学(芸術経営

学、文化産業論)、九州産業大学(文化経済学)に出講、東京で「文化経済学」をテーマに

したトロンボーン漫談に衣替えです。大学では学生が「講義要綱」を読んだ上で受講科目

を決めます。が、九州産業大学の教務担当教授から「学生の将来を考えて講義を離れ、ご

自身の社会体験を話して欲しい」の依頼。(「文化経済学」の講義概要・計画、評価方法

を学生に公開済なのに、今さら何を求めているの・・？)。さて、漫談家デビュー当日、

ステージに上がる直前、サザンクロスの生田目章彦から「私が伴奏を加えましょう」の申

し出(写真下左)。リハーサルなしでチョット心配でしたが、これは嬉しかったですねぇ。 
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い
。
殆
ど
が
一
冊
数
千
円
す
る
の
で
、
一
度
購
入
す
れ

ば
何
年
も
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
数
十
年
遅
れ
の
辞

典
を
捲
り
な
が
ら
、
詠
ん
だ
折
り
の
状
況
に
最
も
相
応

し
い
と
思
わ
れ
る
言
葉
を
さ
が
し
て
い
る ( 

こ
の
タ
イ
ム

ギ
ャ
ッ
プ
、
何
か
ヤ
ッ
テ
ル
こ
と
が
可
笑
し
い
ぞ )

。

　
　

３ 

川
柳
＋ ( 

注 )

　

時
事
川
柳
の
「
命
」
は
2
か
月
と
言
わ
れ
る
。
せ
っ

か
く
詠
ん
で
も
2
か
月
経
て
ば
「
こ
れ
は
何
が
テ
ー
マ

な
の
？
」、
或
い
は
「
何
故
こ
の
句
を
詠
ん
だ
の
？
」
と

な
る
。
川
柳
は
陽
射
し
の
よ
う
に
、
水
音
の
よ
う
に
、

瞬
時
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
。
し
か
し
、
そ

の
時
時
の
問
題
が
次
々
と
表
出
す
る
か
ら
致
し
方
な
い

が
、
周
辺
環
境
の
移
り
変
わ
り
が
余
り
に
早
い
。
労
力

を
注
ぐ
割
に
、
時
事
川
柳
の
生
命
は
60
日
、
儚
く
短
い
。

詠
ん
だ
本
人
が 

︿
こ
れ
は
何
が
テ
ー
マ
だ
っ
け
？
﹀ 

と
頭

を
抱
え
る
こ
と
も
頻
繁
に
あ
る ( 

あ~

ぁ
、
人
生
は
平

坦
に
あ
ら
ず )

。
解
決
策
と
し
て
『
川
柳
ノ
ー
ト
』
を
つ

く
り
、
メ
モ
書
き
で ( 

注 ) 

表
記
を
付
け
て
い
る
。
幾
つ

か
の
例
を
、
詠
ん
だ
年
月
と
一
緒
に
示
す
。

 

○ 

サ
ハ
ラ
で
は 

時
流
れ
て
も 

時
刻
な
し

 

○ 

軽
石
に
挑
む 

こ
ち
ら
は
重
い
意
志

 

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
俺
は
い
ら
な
い
牛
じ
ゃ
な
い

 

○ 

制
服
が
厭
と
不
服
の
新
入
生

 

○ 

寝
る
間
な
く
ノ
ル
マ
あ
り
ま
すJA

共
済

 

○ 

元
理
事
の 

四
度
の
逮
捕
は
日
本
新

 

○ 

ロ
ジ
ハ
ラ
に 

エ
イ
ハ
ラ 

リ
モ
ハ
ラ 

も
う
ハ
ラ
ハ
ラ

 

○ 

神
宮
の
伐
採
計
画 

木
が
木
じ
ゃ
な
い

 

○ 

諭
吉
か
ら 

私
の
こ
こ
ろ
栄
一
に

 

○ 

優
勝
の
右
腕
に
な
る
サ
ウ
ス
ポ
ー

 

○ 

生
い
先
を
知
ら
ず
に
泳
ぐ
出
世
魚

( 

注
1)

20
代
後
半
の
青
春
を
サ
ハ
ラ
砂
漠
で
過
ご
し

た
が
、
時
計
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
各
家

庭
に
も
柱
時
計
や
置
時
計
は
な
か
っ
た
。
あ
り
き
た
り

の
時
計
な
ら
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
特
有
の
細
か
な
砂
で
直
ぐ

壊
れ
る
だ
ろ
う
。
参
照
：「
砂
と
海
と
太
陽
と-

サ
ハ
ラ

の
挙
式-

」( 

財 ) 

昭
和
経
済
研
究
所 W

eb 

マ
ガ
ジ
ン
、

2024

年
6
月
号 )

( 

注
2) 

小
笠
原
諸
島
の
海
底
噴
火
で
発
生
し
た
軽
石

(2019

年
2
月)(

注
1)

(2021

年
12
月) (

注
2)

(2022

年
1
月)(

注
3)

(2023

年
4
月)(

注
4)

(2023

年
6
月)(

注
5)

(2023

年
11
月)(

注
6)

(2024

年
1
月)(

注
7)

(2024

年
4
月) (

注
8)

(2024

年
5
月)(

注
9)

(2024

年
6
月)(

注
10)

(2024

年
6
月) (

注
11)

か
し
み
》《
軽
み
》
は
一
気
に
身
体
に
入
る
。
絵
の
効
力

は
絶
大
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
︿
言
葉
の
川
柳
﹀
と
︿
絵

の
漫
画
﹀
の
関
係
性
と
は
別
か
も
知
れ
な
い
が
、音
楽
家
、

八
木
倫
明
氏
の
世
界
、 ︿
言
葉
の
作
詞
・
訳
詞
﹀
と
︿
音

の
作
・
編
曲
﹀
の
関
り
に
想
い
は
飛
ぶ
。

　

実
は
、
川
柳
＋
漫
画
の
表
現
手
法
に
は
、
前
々
か
ら

関
心
を
寄
せ
て
来
た
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
言
葉
は

今
と
い
う
時
代
を
映
し
出
す
。
三
省
堂
国
語
辞
典
の
編

集
委
員
を
務
め
る
飯
間
浩
明
は
「
時
代
の
変
化
と
と
も

に
新
し
い
言
葉
が
生
ま
れ
、
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
言
葉
が
変
わ
ら
な
い
と
変
化
す
る
世
の
中
を
表
現

で
き
な
く
な
る
」
と
語
る
。
街
に
言
葉
を
探
し
に
行
き
、

辞
書
が
取
り
こ
ぼ
し
て
い
る
面
白
い
言
葉
に
出
合
っ
た

ら
写
真
を
撮
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
直
ぐ
メ
モ
を
し
、

改
定
時
に
は
厳
選
し
た
数
千
語
を
追
加
す
る
。

　

私
は
目
的
に
適
う
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
欲

し
く
な
り
、「
誰
が
読
ん
で
も
分
か
っ
て
戴
け
る
言
葉
だ

ろ
う
か
」
と
自
問
自
答
し
な
が
ら
辞
典
と
真
剣
に
向
き

合
う
。
し
か
し
、
い
く
ら
真
剣
で
も
、
た
だ
、
そ
れ
だ

け
の
行
為
に
留
ま
る
。
そ
の
上
、
辞
典
が
市
場
に
出
回
っ

た
時
は
、
飯
間
が
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
周
回
遅
れ
に

な
っ
て
い
る
。
書
棚
に
は
数
十
冊
の
辞
典
・
辞
書
が
並

ん
で
い
る
が
、
ず
い
ぶ
ん
と
年
季
の
入
っ
た
も
の
が
多

川
柳
は
５
・
７
・
５
の
自
画
像　
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文
化
世
相
作
家  

佐
々
木 

晃 

彦

編 

集 

・
画   

若
菜
は
る
お

は
じ
め
に
　　

　

65
歳
定
年
で
仕
事
場
か
ら
退
場
勧
告
を
受
け
た
私
は
、

大
好
き
な
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
手
に
「
音
さ
が
し
」
の
世

界
に
入
り
、
そ
し
て
今
は
「
言
葉
さ
が
し
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
そ
の
舞
台
に
前
者
は
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
、
後

者
は
川
柳
を
選
ん
だ
。
川
柳
を
選
ん
だ
理
由
だ
が
、
前
々

か
ら
土
曜
日
の
新
聞
で
目
に
す
る
「
時
事
川
柳
欄
」
に

惹
か
れ
て
い
た
。
な
お
、
本
文
紙
面
の
構
成
上
、
前
月

号
に
掲
載
の
川
柳
、
数
句
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ご

了
承
戴
き
た
い
。

① 

句
に
映
る
読
者
の
世
相
感

　
　

１ 

読
者
の
声

　

土
曜
の
朝
は
、
緩
や
か
な
ウ
ィ
ー
ク
・
デ
ー
で
も
5

日
間
の
縛
り
か
ら
身
を
解
か
れ
る
、
一
週
間
の
な
か
で

一
息
を
入
れ
た
く
な
る
時
間
だ
。
私
が
読
ん
で
い
る
新

聞
の
「
土
曜
朝
刊
人
気
コ
ー
ナ
ー 

ベ
ス
ト
７
」
を
︿
読

者
の
声
﹀
と
と
も
に
読
む
と
、「
記
事
に
載
っ
た
本
を
買

い
た
い
」(

30
代
男
性 )

、「
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
本
で
も

色
々
な
人
の
感
想
を
読
む
と
世
界
が
広
が
る
」(

60
代
女

性 ) 

と
の
︿
声
﹀
も
あ
っ
て
書
面 (

26.8
％ ) 

が
1
位
、
続

い
て
2
位
が
「
井
戸
会
議
の
よ
う
で
面
白
い
」(

80
歳
以

上
男
性 ) 

と
特
報
面(

19.2
％ )

、
そ
し
て
、
社
説
・
発
言

面 (

13.6
％ )

、
暮
ら
し
面 (

10.8
％ ) 

が
続
き
、
時
事
川
柳 

(

9.4
％) 

は
5
位
と
な
っ
て
い
る
。「
社
会
情
勢
が
分
か

り
易
い
」(

60
代
男
性 )

、「
何
時
も
読
ん
で
笑
っ
て
い
る
」

(

80
歳
以
上
女
性 )

、「
読
者
と
新
聞
を
繋
ぐ
窓
の
よ
う
な

も
の
」(

60
代
男
性 )

、

「
機
転
を
利
か
せ
た

言
葉
を
楽
し
ん
で

い
る
」(

70
代
男
性 )

な
ど
推
薦
の
声
は
さ
ま

ざ
ま
。
私
が
詠
む
際
に
気
を
付
け
て
い
る
事
柄
が
、
川

柳
へ
の
期
待
を
込
め
た
読
み
手
か
ら
ビ
シ
ビ
シ
伝
わ
っ

て
く
る
。「
俳
句
を
詠
む
時
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
」

(

70
代
男
性 )

、「
そ
の
時
の
問
題
を
的
確
に
川
柳
に
出

来
る
人
は
凄
い
と
思
う
」(

70
代
女
性)(

東
京
新
聞
、

2024

年
9
月
1
日
） 

な
ど
と
伺
う
と
、
初
心
者
の
わ
が

身
を
振
り
返
り
、
読
者
が
持
つ
意
識
の
高
さ
に
多
少
の

責
任
を
感
じ
て
怖
気
づ
く
。( 

創
作
で
川
柳
へ
の
理
解
を

深
め
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
創
作
意
欲
が
一
層
高
ま

る
。
よ
っ
て
百
難
突
破
だ )

。

　

俳
人
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
夏
井
い
つ
き
が
、
詠
み
手

か
ら
折
り
お
り
の
状
況
を
聞
い
た
後
に
、「
そ
の
こ
と
を

詠
め
ば
良
い
の
よ
」、
時
に
は
「
何
を
言
い
た
い
の
か
・・

そ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
！
」

「
出
直
し
て
き
な
さ
い
！
」
と
強
く
注
意
を
促
し
て
い
る

こ
と
に
も
納
得
す
る
。

　

川
柳
の
場
合
は
「
読
者
の
声
」
に
あ
る
よ
う
に
、
詠

み
込
ん
だ
状
況
説
明
が
な
く
て
も
読
み
手
に
即
伝
わ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
後
述
す
る
が
、「
こ
の
句
は

デ
ー
タ
を
示
し
た
方
が
親
切
だ
ろ
う
な
」
と
思
う
句
に

は
、
そ
れ
な
り
の
数
値
を
示
し
、
注
意
書
き
を
付
け
て

説
明
す
る
こ
と
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
川
柳
に
漫
画
を

添
え
る
と
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。

　
　

２ 

川
柳
＋
漫
画

　

私
は
詠
ま
れ
た
川
柳
が
映
像
化
で
き
る
こ
と
、
こ
れ

を
大
切
に
し
て
き
た
。
そ
の
効
果
を
予
測
し
て
い
て
も
、

新
聞
の
時
事
川
柳
で
拙
句
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
横
に
迫

力
満
点
の
漫
画 ( 

実
際
の
私
は
上
記
、
若
菜
は
る
お
画

を
参
照 ) 

を
見
た
時
は
「
開
い
た
口
へ
牡
丹
餅
」
の
心

境
で
し
た
。
ど
う
あ
が
い
て
も
、
私
の
力
量
で
は
人
の

表
情
や
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
５
・
７
・
５
の
17
文
字
で

伝
え
る
の
は
難
し
い
。
絵
が
あ
る
こ
と
で《
う
が
ち
》《
お

2024



　

さ
て
、
何
事
に
よ
ら
ず
適
齢
期
が
あ
る
。
適
齢
期
は

何
か
を
す
る
の
に
最
適
な
年
齢
で
、
必
要
と
な
る
能
力

が
備
わ
っ
て
い
る
時
期
。
一
例
を
示
せ
ば
、
子
供
に
は

幼
稚
園
で
、
あ
る
い
は
小
学
校
で
新
し
い
学
習
を
始
め

る
の
に
適
し
た
時
期
、
適
齢
期
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

日
本
で
は
森
林
も
少
子
高
齢
化
の
域
に
あ
る
。
若
齢

の
森
林
が
少
な
く
、
収
穫
適
齢
期
を
迎
え
て
い
る
森
林

が
半
数
以
上
占
め
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、
自
国
の

森
林
資
源
を
使
わ
ず
、
利
用
す
る
木
材
の
70
％
以
上
を

輸
入
に
頼
っ
て
き
た
こ
と
に
依
拠
し
て
い
る
。

　

転
職
適
齢
期
と
い
う
言
葉
を
最
近
聞
い
た
。
私
事
で

恐
縮
だ
が
不
肖
私
は
、
18
歳
で
東
京
都
大
田
区
の
町
工

場
で
旋
盤
工
と
し
て
働
き
、
以
来
、
縁
あ
っ
て
拾
わ
れ
、

ま
た
拾
わ
れ
・
・
、
広
告
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
水
産
界
、

精
密
機
器
業
界
、
生
活
産
業
界
、
最
後
は
大
学
と
、
遊

牧
民
の
よ
う
に
渡
り
歩
い
た
。
そ
の
節
目
を
思
い
起
こ

す
と
、
転
職
す
る
の
に
相
応
し
い
時
期
で
あ
る
か
否
か
、

そ
の
よ
う
な
思
い
に
耽
る
悠
長
な
状
況
に
は
な
か
っ
た
。

　

さ
て
、
最
近
は
足
が
上
が
ら
ず
、
時
々
転
び
そ
う
に

な
る
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
く
転
倒
適
齢
期
に
入
っ
て
い

る
。
食
欲
が
無
く
な
れ
ば
、
食
欲
減
退
適
齢
期
・
・
か
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は3625

万
人
で
総
人
口
の

29.3
％
、

80
歳
以
上
に
な
る
と1290

万
人
で
同

10.4
％
お
ら
れ
る 

(

総
務
省
、2024

年 )

。
単
身
高
齢
者
世
帯
873
万
世
帯
で
、

認
知
症
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
も
多
い ( 

厚
生
労
働
省
、

2022

年 )

。
こ
れ
を
、
お
一
人
さ
ま
適
齢
期
と
呼
ぼ
う
。

　

こ
れ
ら
の
適
齢
期
で
は 

① 

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
持

病
の
悪
化
、 

② 

視
力
や
運
動
能
力
低
下
で
段
差
に
躓
き
、

濡
れ
た
床
や
道
で
滑

っ
て
転
ぶ
、
③ 

居

場
所
が
分
か
ら
ず

迷
子
に
な
り
徘
徊

す
る
、
④ 

食
事
が

不
規
則
に
な
り
生

活
習
慣
が
崩
れ
る
、

⑤ 

薬
の
飲
み
忘
れ

や
飲
み
過
ぎ
な
ど

服
薬
管
理
が
悪
化

が
、
伊
豆
諸
島
の
式
根
島
漁
港 ( 

東
京
都
新
島
村 ) 

に

漂
着
し
た
。
大
き
い
も
の
で
直
径
1
セ
ン
チ
程
度
あ
り
、

新
島
村
で
は
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
。
既
に
鹿

児
島
、
沖
縄
県
の
港
で
も
確
認
さ
れ
、
海
洋
研
究
開
発

機
構
は
黒
潮
に
乗
っ
た
軽
石
が
、
11
月
に
は
関
東
地
方
沖

合
に
到
達
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

( 

注
3) 

畜
主
は
牛
の
出
生
と
同
時
に
10
桁
の
個
体
識
別

番
号
を
記
す
タ
グ
、
耳
標
を
装
着
し
、
個
体
識
別
セ
ン

タ
ー ( 

家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー ) 
に
報
告
す
る
義
務
が
あ

る
。
飼
育
施
設
所
在
地
、
飼
育
開
始 ( 
終
了 ) 

年
月
日
、

性
別
、
異
動
記
録
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
①
安
全
性
確

保 (

例 

Ｂ
Ｓ
Ｅ )

、
②
産
地
偽
装
対
策
他
に
対
応
す
る
。

な
お
、
政
府
が
、
現
行
保
険
証
の
廃
止
決
定
過
程
を
記

録
し
て
お
ら
ず
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
政
治
問
題
化
し
て

い
る (2004

年
9
月 )

。

( 

注
4) 

高
額
な
制
服
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
制
服 

(

春
・
秋
・
冬 ) 

＋
冬
用
オ
ー
バ
ー
、
夏
服
＋
体
操
服 (

＋

シ
ュ
ー
ズ ) 

・
・
。
成
長
期
に
あ
っ
て
は
同
サ
イ
ズ
で
の

3
年
間
着
用
が
で
き
ず
、
半
年
し
か
使
用
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
。
ブ
レ
ザ
ー
は
高
価
で
洗
濯
し
に
く
く
、
直

ぐ
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
に
な
る
。
貧
富
の
差
対
応
か
ら
、
制

服
の
選
択
制
や
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
統
一
す
る
こ
と
へ
の
検

討
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

( 

注
5) 

共
済
契
約
で
の
過
大
な
ノ
ル
マ
が
も
た
ら
す
①

職
員
に
依
る
自
爆
営
業
、
②
顧
客
へ
の
不
適
切
契
約
の

勧
誘
が
問
題
に
な
っ
た
。
J
Ａ
共
済
の
保
有
契
約
高
は
、

日
本
生
命(153

兆
円 )

、
J
Ａ
共
済 (

91
兆
円 )

、
第
一

生
命 (

88
兆
円 )

、
住
友
生
命 (

69
兆
円)

、
明
治
安
田
生

命(

66
兆
円)

、
と
大
手
生
保
に
匹
敵
す
る (

J
Ａ
共
済

連
、
農
水
省
資
料
、2022

年 )

。

( 

注
6) 

東
京
五
輪
の
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
か
ら
賄
賂
を
受

け
取
っ
た
と
し
て
、
東
京
地
検
特
捜
部
は
受
託
収
賄
容

疑
で
、
大
会
組
織
委
員
会
元
理
事
の
高
橋
治
之
被
告 ( 

当

時
79
歳 )

を
4
回
逮
捕
し
た
。
贈
賄
側
は
、
①
紳
士
服
大

手
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
②
出
版
大
手
Ｋ
Ａ

Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
③
広
告
会
社
大
広
、
④
広
告
大
手
Ａ

Ｄ
Ｋ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
⑤
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
の
ぬ

い
ぐ
る
み
を
販
売
し
た
サ
ン
・
ア
ロ
ー
。
筆
者
の
類
想
句
・

類
似
句
に
「
聖
火
消
え
不
審
火
残
る
五
輪
村
」「
東
京
五

輪 

裏
が
際
立
ち 

お
も
て
な
し
」「
バ
ッ
ハ
さ
ん 

ソ
ナ
タ

は
解
せ
ぬ
要
変
調
」

( 

注
7) 

ハ
ラ
ハ
ラ ( 

＝ harassm
ent harassm

ent) 

業
務
上
適
切
な
指
導
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
と
騒
ぎ
立
て
る
行
為
。
本
人
の
被
害
者
意
識
が

強
く
、
指
導
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
区
別
が
分
か
っ
て
い

な
い
。
良
か
れ
と
思
っ
て
指
導
し
た
の
に
逆
恨
み
さ
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
に
陥
る
可
能
性
が
大
き
い
。

(

注
8)

明
治
神
宮
外
苑
の
再
開
発
を
巡
り
、
事
業
者( 

代

表
：
三
井
不
動
産 ) 

が
東
京
都
の
審
議
会
に
、
伐
採
す
る

樹
木
の
本
数
削
減
を
盛
り
込
ん
だ
環
境
影
響
評
価 ( 

ア
セ

ス
メ
ン
ト )

書
変
更
届
を
提
出
し
な
か
っ
た
。
事
業
者
は

9
月
に
樹
木
伐
採
を
始
め
る
予
定
だ
っ
た
が
、
都
は
「
既

存
樹
木
の
保
全
検
討
結
果
が
欲
し
い
」
と
、
伐
採
前
に

保
全
の
具
体
策
を
示
す
よ
う
求
め
た
。

(

注
9) 
表
面
・
福
沢
諭
吉 (1835~1901)

、
裏
面
・

雉
の 

D
券 (1984

年
発
行)

、
及
び
、
裏
面
・
平
等
院

鳳
凰
堂
像
の
E
券(2004

年
発
行)

か
ら
、
表
面
・
渋

沢
栄
一(1840~1931)
、
裏
面
・
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎

の
F
券
仕
様
に
変
わ
る
。
F
券
製
造
開
始
は2021

年

9
月
、
発
行
は2024

年 
7
月
。
新
札
発
行
の
目
的
は

①
偽
造
対
策
強
化
、
②
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
向
上
。

(

注
10)  

シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
中
日
・
大

野
雄
大
、
小
笠
原
慎
之
介
、
横
浜
・
東
克
樹
、
ヤ
ク
ル
ト
・

石
川
雅
規
、
ロ
ッ
テ
・
小
島
和
哉
、
日
本
ハ
ム
・
山
﨑

福
也
、
SB
・
和
田
毅
、
楽
天
・
早
川
隆
久
、
オ
リ
ッ
ク
ス
・

宮
城
大
弥
な
ど
。

( 

注
11) 

関
東
・
関
西
圏
な
ど
地
域
で
名
称
が
違
う
場
合

も
あ
る
が
、
例
え
ば
、
①
チ
ン
チ
ン
⇩
カ
イ
ズ
⇩
ク
ロ

ダ
イ
、
②
モ
シ
ャ
コ
⇩
ワ
カ
シ
⇩
イ
ナ
ダ
⇩
ワ
ラ
サ
⇩

ブ
リ
、
③
セ
イ
ゴ
⇩
フ
ッ
コ
⇩
ス
ズ
キ
、
④
シ
ン
コ
⇩

コ
ハ
ダ
⇩
コ
ン
ゴ
ウ
イ
ワ
シ
、
⑤
オ
ボ
コ
⇩
イ
ナ
⇩
ボ

ラ
⇩
ト
ド
、
⑥
カ
キ
ノ
タ
ネ ( 

メ
ジ
、
ダ
ル
マ ) 

⇩
チ
ュ

ウ
ボ
ウ
⇩
マ
グ
ロ
、
⑦
シ
ョ
ッ
コ
⇩
シ
オ
ゴ
⇩
ア
カ
ハ

ナ
⇩
カ
ン
パ
チ

② 

シ
ル
バ
ー
川
柳
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

１ 

い
つ
ま
で
も
恋
心

す
る
、
⑥
金
銭
管
理
が
出
来
な
く
な
る
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
○
○
適
齢
期
を
肯
定
的
に
捉
え
、
そ
こ

か
ら
今
を
ど
う
生
き
る
べ
き
か
見
つ
め
な
お
す
。
人
生

の
後
半
に
そ
っ
と
、
静
か
に
、
確
実
に
訪
れ
る
心
身
の

老
化
現
象
に
気
づ
き
、 ︿
誤
作
動
す
る
愛
し
い
脳
﹀
を
優

し
く
、
な
だ
め
執
り
成
し
、
明
る
く
笑
い
飛
ば
し
て
楽

し
む
。
過
去
に
感
謝
し
、
現
在
に
満
足
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
未
来
に
希
望
の
息
吹
が
与
え
ら
れ
る
。
毎
朝

が
人
生
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
、
毎
朝
が
誕
生
日
。
こ
の

瞬
間
、
こ
の
一
息
に
全
力
投
球
だ
。
よ
う
こ
そ
○
○
適

齢
期
！

 

○ 

さ
ま
ざ
ま
な
門 

開
け
閉
め
し 

今
が
あ
る

 

○ 

手
離
せ
ず
積
ん
ど
く
書
籍 

塵
化
粧

 

○ 

出
不
精
が
自
粛
し
て
る
と
褒
め
ら
れ
る

 

○ 

よ
く
こ
ぼ
す
俺
は
食
べ
も
の
妻
は
愚
痴

 

○ 

敵
に
な
り
味
方
に
も
な
り
共
白
髪

 

○ 

時
時
の 

宝
の
山
は 

ゴ
ミ
の
山

 

○ 

い
ま
ゴ
ミ
も 

昔
の
宝
捨
て
ら
れ
ぬ

 

○ 

下
が
る
ま
で
何
度
も
計
る
血
圧
計

 

○ 

長
生
き
は
厭
と
触
れ
込
み
医
者
通
い

 

○ 

は
し
ご
す
る
昔
ス
ナ
ッ
ク
い
ま
病
院

 

○ 

腹
七
分 

残
し
た
三
分
に
薬
入
れ

 

○ 

最
近
の
飲
み
代
高
い 

薬
代

 

○ 

名
前
出
ず
笑
顔
で
誤
魔
化
す
町
内
会

 

○ 

長
続
き
し
な
い 

本
音
を
語
る
会

 

○ 

挨
拶
を
交
わ
し
た
あ
の
人 

誰
だ
っ
け
？

表
面
的
に
は
加
齢
現
象
を
嘆
く
振
り
を
し
な
が
ら
、
胸

挨
拶
を  

交
わ
し
た
あ
の
人   

誰
だ
っ
け
？



を
張
り
、
今
ま
で
の
生
き
方
を
誇
示
す
る
川
柳
。
目
指

す
は
心
意
気
の
溢
れ
る
川
柳
。
人
生
に
最
後
が
来
る
の

は
当
た
り
前
と
認
め
、
○
○
適
齢
期
を
︿
め
げ
る
な
、

自
分
よ
！
﹀
と
言
い
聞
か
せ
、
恋
心
ま
で
持
ち
続
け
る
。

そ
し
て
、詠
み
手
の
言
葉
は
、読
み
手
の
心
を
軽
く
す
る
。　

　

80
歳
に
手
が
届
く
年
齢
に
な
る
と
、
否
応
な
し
に
耳

に
入
る
話
題
が
あ
る
。
埋
葬
方
法
で
、
様
々
な
種
類
が

あ
る
。
① 

お
墓
を
建
て
る
、
② 
納
骨
堂
に
納
め
る
、
③ 

樹
木
葬
、
④ 

合
祀
墓
、
⑤ 

自
宅
で
手
元
供
養
、
⑥ 

海
に

散
骨
な
ど
だ
。
最
近
の
「
お
墓
文
化
」
は
激
変
で
あ
る
。

2020

年
か
ら
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
は
樹
木
葬 (

48.7
％
）、

2
位
が
墓
石
型
の
一
般
墓 (

21.8
％ ) 

と
逆
転
し
た
。
樹
木

葬
に
は
区
画
が
分
か
れ
て
い
な
い
合
祀
型
や
ペ
ッ
ト
と

の
合
葬
タ
イ
プ
も
あ
る
。
あ
ぁ
、
愛
し
い
加
齢
よ
、
未

来
は
明
る
い
。
い
つ
ま
で
も
川
柳
を
創
り
続
け
る
ぞ
！

 

○ 

お
仏
さ
ん
墓
守
去
っ
て
放
っ
と
け
さ
ん

 

○ 

墓
じ
ま
い
増
え
て
お
墓
の
墓
場
増
え

 

○ 

高
齢
化
続
け
ば
俺
は
若
い
ま
ま

 ⃝
 

先
逝
け
ば 

浮
気
す
る
ぞ
と
威
す
俺

 

○ 

悩
み
消
す
度
忘
れ
オ
ッ
ケ
ー
老
い
楽
し

 

○ 

ボ
ケ
結
構 

早
く
あ
の
こ
と
忘
れ
た
い

 

○ 

日
は
長
く 

人
生
は
束
の
間

　
　

２ 

わ
た
し
を
束
ね
な
い
で

　

戦
後
を
代
表
す
る
女
性
詩
人
の
新
川
和
江
が
亡
く

な
っ
た (1929

～2024)

。〈
私
を
名
付
け
な
い
で / 

娘

と
い
う
名 

妻
と
い
う
名 / 

重
々
し
い
母
と
い
う
名
で
し

つ
ら
え
た
座
に / 

座
り
き
り
に
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い 

わ
た
し
は
風 / 

り
ん
ご
の
木
と / 

泉
の
あ
り
か
を
知
っ

て
い
る
風
〉 

こ
れ
は
「
わ
た
し
を
束
ね
な
い
で
」
の
一
節

で
す
。
発
表
さ
れ
た1966

年
、
新
川
は
37
歳
だ
っ
た
。

詩
の
自
律
性
と
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
よ
り
良
い
生
の
伸
長

を
願
う
詩
想
が
、
作
品
世
界
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

川
柳
も
低
流
す
る
感
情
は
一
緒
と
思
う
。
川
柳
の
価

値
は
、
詠
み
人
が
自
由
に
言
葉
を
紡
ぐ
こ
と
に
あ
る
。

自
由
で
あ
る
か
ら
、
川
柳
を
自
己
治
癒
、
自
己
救
済
と

し
て
詠
む
こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
、

 

○ 

縁
談
を
上
手
く
ま
と
め
た
お
腹
の
子

 

○ 

結
婚
も
胸
の
と
き
め
き
挙
式
ま
で

 

○ 

留
年
に
恩
赦
は
な
い
の
？
と
泣
く
学
生

　

と
詠
ん
で
も
句
会
は
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
。

　
「
あ
な
た
は
出
来
婚
な
の
？
」「
あ
な
た
の
結
婚
生
活

は
、
そ
ん
な
風
に
な
っ
て
い
る
の
？
そ
れ
と
も
皆
が
こ

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
？
」「
学
生
に

泣
か
れ
て
ど
う
し
た
の
？
結
局
、
単
位
を
あ
げ
た
ん
で

す
か
？
」
な
ど
と
は
、
お
願
い
で
す
、
聞
か
な
い
で
下

さ
い
。

　

個
人
の
自
由
や
自
立
を
制
限
し
、
本
人
の
意
志
を
無

視
し
て
介
入
・
干
渉
す
る
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
シ
ラ
ケ

ま
す
。
と
て
も
難
し
い
と
自
覚
し
て
い
る
駆
け
出
し
で

す
が
、
私
は
川
柳
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
正
し
い
言
葉
を

さ
が
し
、【
真
】
と
【
虚
】
を
程
よ
く
絡
ま
せ
た
世
界
を

創
り
た
い
の
で
す
。

　

お
褒
め
戴
き
た
く
誰
か
に
読
ん
で
貰
う
の
で
は
な
く
、

自
分
に
依
る
自
分
の
た
め
の
川
柳
で
す
。
私
は
食
べ
物

で
お
腹
を
満
た
し
、
川
柳
で
心
を
満
た
し
た
い
の
で
す
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
日
常
生
活
は
納
得
で
き
る
こ

と
ば
か
り
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
首
肯
し
難
い
こ
と

と
も
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
例
を
あ
げ
れ

ば
私
た
ち
は
、
国
の
在
り
方
を
変
え
る
殺
傷
兵
器
の
輸

出
解
禁
を
、
政
府
見
解
や
与
党
協
議
だ
け
で
勝
手
に
決

め
る
国
に
住
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
怒
り
、
憎
し
み
、

悲
し
み
と
向
き
合
い
、
時
に
は
「
こ
れ
っ
て
変
だ
ね
」

と
思
い
な
が
ら
、
５
・７
・ 

５
の
自
画
像
を
描
い
て
い
ま

す
。

 

○ 

習
体
制 

権
威
主
義
の
集
大
成

 

○ 

木
更
津
の
オ
ス
プ
レ
イ
た
ち
来
て
去
ら
ず

 

○ 

意
味
不
明 

平
和
の
た
め
と
武
器
を
買
う

 

○ 

国
会
で
昼
は
グ
ッ
ス
リ
夜
ピ
ン
ピ
ン

 

○ 

国
会
で
野
次
は
し
ま
せ
ん 

寝
て
る
ん
で

 

○ 

物
価
伸
び 

身
が
縮
み
ま
す
長
寿
国

 

○ 

寝
ち
ゃ
い
け
な
い
一
泊 

5 
万
す
る
ホ
テ
ル

 

○ 

大
寒
波 

続
く
我
が
家
の
台
所

 

○ 

海
よ
り
も
深
い
愛
よ
り
欲
し
い
金

 

③  

言
葉
の
光
る
道
を
求
め
て

　

  

１ 

言
葉
は
人
を
繋
ぐ
か

　
「
音
に
ま
つ
わ
る
通
説
が
は
び
こ
る
音
声
社
会
の
な

　

斎
藤
は
聾
者
と
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
属
性
を
背
負
い

な
が
ら
、
写
真
家
、
文
筆
家
と
し
て
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

属
性
も
併
せ
持
つ
。
そ
の
職
業
を
通
し
た
社
会
的
経
験

が
、
斎
藤
を
安
易
な
共
感
に
走
ら
せ
な
い
。「
家
族
を
ひ

と
ま
と
め
に
す
る
甘
え
を
退
け
、
ど
れ
ほ
ど
近
し
い
間

柄
に
あ
っ
て
も
通
じ
合
う
こ
と
の
出
来
な
い
異
な
り
が

あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
た
い
」
と
語
る
。
そ
れ
は
ア
ン

タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル
な
自
律
性
。
川
柳
句
会
も
一
緒
で
あ
る
。

孤
独
を
持
つ
者
同
士
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
育
み
合
い
、

生
の
伸
長
を
願
う
人
間
の
可
能
性
に
託
す
。
斎
藤
陽
道

か
ら
は
、
新
川
和
江
と
疎
通
す
る
哲
理
を
感
じ
て
い
る
。

　

さ
て
、
終
生
初
心
者
と
得
心
し
て
い
る
私
は
、
類
想

句
を
幾
つ
か
創
り
、
そ
こ
か
ら
選
ん
で
句
会
に
提
出
す

る
こ
と
が
あ
る
。
敢
え
て
数
句
並
べ
た
い
。
私
は
、
相

撲
が
大
好
き
で
す ( 

参
照
：「
縁
は
異
な
も
の
味
な
も
の
」

( 

財 ) 

昭
和
経
済
研
究
所
、
Ｗ
ｅ
ｂ
マ
ガ
ジ
ン
、2024

年
8
月
、
P.23)

。
そ
し
て
今
年
の
9
月
は
、2014

年
9

月
の
御
嶽
山
噴
火
か
ら
丁
度
10
年
に
な
り
ま
す
。
先
ず
、

戦
後
最
大
の
火
山
災
害
犠
牲
者 ( 

死
者
5
人
、
行
方
不
明

者
5
人 ) 

に
、謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
そ
し
て
、

相
撲
と
御
嶽
山
が
交
錯
す
る
御
嶽
海
を
詠
む
こ
と
か
ら

始
め
た
い
。

 

○ 

山
が
海
？
正
体
不
明 

御
嶽
海

 

○ 

山
な
し
は 

海
な
し
県
に
変
え
ま
し
ょ
う

 

○ 

大
雪
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
レ
ッ
カ
ー
車

 

○ 

大
雪
に 

は
ま
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｆ
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ

 

○ 

新
幹
線
60
年
越
え
新
幹
線

 

○ 

50
年
前
の
開
発 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

 

○ 

ウ
ミ
を
出
せ
！
言
っ
て
る
上
司 

ウ
ミ
の
素

 

○ 

毒
舌
に 

と
っ
て
も
弱
い
毒
舌
家

 

○ 

強
情
な
人
も 

素
直
な
人
が
好
き

 

○ 

さ
か
ら
わ
ず 

お
だ
て
に
の
ら
ず 

し
た
が
わ
ず

 

○ 

噛
み
あ
え
ば
味
方 

噛
み
つ
け
ば
敵
方

 

○ 

愛
飲
家
ビ
ー
ル
値
上
げ
に
泡
を
食
う

 

○ 

財
布
に
は
通
り
す
が
り
の
ツ
ー
リ
ス
ト

 

○ 

空
き
家
増
え
て
い
る
の
に
増
え
る
プ
チ
メ
ゾ
ン

 

○ 

指
揮
者
っ
て
客
に
尻
向
け
棒
を
振
る

　
　

２ 

詠
ん
で
楽
し
み 

読
ん
で
笑
う

か
、
ぼ
く
は
眼
で
聴
い
て
生
き
て
い
る
。
聾
の
身
体
で

あ
る
こ
と
に
躊
躇
い
は

一
切
な
い
」。
先
天
性

観
音
性
難
聴
で
生

ま
れ
た
、
写
真

家
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
で
、

障
害
者
プ
ロ

レ
ス
ラ
ー
陽

ノ
道
と
し
て
リ

ン
グ
に
も
上
が
る
斎
藤
陽
道 (1983

年
、
東
京
生 ) 

は

語
る
。
し
か
し
、「
聴
力
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
無

数
の
物
語
か
ら
、
爪
弾
き
に
さ
れ
る
阻
害
感
は
拭
え
な

い
」と
も
。
斎
藤
の
妻
も
聾
者
で
あ
る
。
そ
れ
は
事
実
だ
。

し
か
し
、
斎
藤
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
妻
の
ホ
ン
の
僅

か
な
一
部
に
過
ぎ
な
い
。

　

言
葉
は
人
を
繋
ぐ
の
か
、
そ
れ
と
も
分
離
す
る
の
か
。

斎
藤
は
「
言
葉
は
人
の
存
在
を
分
離
す
る
」
と
言
い
切

る
。「
男
性
」「
女
性
」、「
聾
者(

聴
覚
障
碍
者
」「
聴
者

（
健
常
者)

」
と
言
葉
に
す
る
時
、
線
引
き
が
生
ま
れ
分

類
が
始
ま
る
。
斎
藤
が
子
供
に
ま
つ
わ
る
文
章
を
書
く

時
は
、
子
供
の
名
前
の
後
に
、「
コ
ー
ダ
：Children of 

Deaf Adults 

聞
こ
え
な
い
親
を
持
つ
聞
こ
え
る
子
供
」

と
解
説
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斎
藤
夫
婦
は
聾

者
、
子
供
た
ち
は
コ
ー
ダ
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
事
実

だ
。
し
か
し
、こ
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
で
、悲
し
み
、

呻
き
、
慈
し
み
の
想
い
が
単
純
化
さ
れ
る
こ
と
へ
の
躊

躇
い
が
拭
え
な
い
。

　

私
た
ち
は
無
意
識
の
う
ち
に
共
感
を
求
め
て
い
る
。

人
は
肩
書
で
な
く
、
共
感
で
集
い
、
生
き
て
い
る
。
小

説
、
映
画
、
音
楽
・
・
、
川
柳
も
共
感
で
き
る
か
否
か

が
評
価
軸
と
な
る
。
受
け
身
で
共
感
す
る
だ
け
で
は
な

い
。
句
会
で
は
“
共
感
し
て
欲
し
い
”
と
寄
り
す
が
り
、

懇
望
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う
生
き
よ
う
を
経
て
き
た
人
々

が
句
会
で
、「
大
共
感
時
代
」
の
空
気
を
一
緒
に
吸
う
？

こ
れ
っ
て
異
様
で
す
。
斎
藤
は
「
言
葉
は
存
在
を
分
離

す
る
」
と
語
っ
た
が
、
安
易
な
共
感
は
分
断
を
生
む
と

明
弁
す
る
。



　
「
60
年
経
っ
て
新
幹
線
な
ら
、
こ
の
先
も
我
々
朗
夫
婦

は
新
婚
だ
」
と
一
笑
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
数
年
前
に
な

る
が
、
老
後
は
年
金
に
プ
ラ
ス2000

万
円
が
必
要
と

い
う
政
府
見
解
が
流
れ
て
い
た
。
最
近
は5000

万
円

と
も
聞
く
が
・
・
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
お
か
し
い
。

住
ん
で
い
る
場
所
や
当
事
者
の
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
、

老
後
に
必
要
な
資
金
は
様
々
だ
。
そ
れ
に
、
老
後
の
生

活
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
個
々
人
自
ら
が
考
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
政
府
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ ( 

小
額
投
資
非
課

税
制
度 ) 

で
の
運
用
を
」
と
投
資
を
働
き
か
け
る
。
投

資
の
本
質
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
。
老
後
資
金
を
競
馬
・
競
輪
・

競
艇
・
オ
ー
ト
レ
ー
ス
な
ど
の
公
営
競
技
や
パ
チ
ン
コ
・

パ
チ
ス
ロ
に
使
う
の
と
一
緒
で
、
自
動
的
に
儲
か
る
投

資
な
ど
な
い
。
終
局
は
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー
ム
と
な
る
。
小

学
校
か
ら
投
資
に
関
す
る
学
習
を
取
り
入
れ
、
中
・
高

校
で
は
「
こ
ど
も
の
投
資
教
育
・
実
践
体
験
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
あ
る
。
某
放
送
局
の
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
は
最
後

に
株
価
動
向
を
示
す
。（
多
く
の
国
民
の
関
心
は
“
株
価

よ
り
米
価
”
つ
い
で
に
現
況
か
ら
言
え
ば"

次
の
総
裁

よ
り
お
惣
菜
”
と
思
い
ま
す
よ
。
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ )

。
小

学
生
時
代
か
ら
、
カ
ネ
・
カ
ネ
・
・
で
は
東
証
の
20
代

社
員
に
依
る
上
場
企
業
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
疑
惑
や
、

最
高
裁
か
ら
金
融
庁
に
出
向
中
の
30
代
の
裁
判
官
が
矢

張
り
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
情
報
に
基
づ
い
て
株
式
を
売
買
し

て
い
た
疑
惑
が
出
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

私
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
生
き
る
世
界
を

持
っ
て
い
る
。
政
府
の
役
割
は
、
高
齢
者
が
働
き
や
す

い
環
境
を
整
え
、
支
え
合
え
る
社
会
保
障
の
形
を
考
え

る
こ
と
な
の
に
、
こ
れ
で
は
国
民
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
が

ま
る
で
感
じ
ら
れ
な
い
。
老
後
の
不
安
を
煽
っ
て
投
資

の
活
性
化
に
導
こ
う
と
す
る
一
方
で
、
現
在
投
資
し
て

い
る
約
半
数
が
損
失
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
は
触
れ
な

い
。
私
た
ち
は
お
金
だ
け
に
生
き
る
動
物
で
は
な
い
。

裏
金
を
つ
く
る
手
段
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　

政
府
に
は
、
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が
コ
ツ
コ
ツ
と
築

き
あ
げ
て
来
た
生
活
ス
タ
イ
ル
へ
の
気
遣
い
が
欲
し
い
。

大
企
業
優
先
の
規
制
緩
和
に
依
る
非
正
規
雇
用
の
増
加
、

庶
民
に
先
ず
課
す
の
が
自
分
で
行
う
自
己
責
任
・
・
。

自
己
責
任
を
強
い
る
社
会
で
は
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
、

誰
も
助
け
な
い
。
米
国
依
存
に
垣
間
見
る
の
も
、
国
民

を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
こ
と
な
く
力
任
せ
で
押
し
切
る
政

治
だ
。「
四
海
波
静
か
」
は
遠
い
。( 

ち
ょ
っ
と
飲
み
た

く
な
っ
た
。
少
し
飲
ん
で
か
ら
川
柳
を
詠
も
う )

 

○ 

鍵
か
け
た
筈
の
心
を
開
け
る
酒

 

○ 

フ
グ
料
理
オ
レ
が
さ
ば
け
ば
し
び
れ
る
ぜ

 

○ 

も
う
す
ぐ
に
肉
に
な
る
と
は
知
ら
ぬ
豚

 

○ 

串
刺
さ
れ
焼
か
れ
揚
げ
ら
れ
塩
ふ
ら
れ

 

○ 

夏
の
敵 

冬
は
味
方
の
体
脂
肪

 

○ 『
が
ん
ば
ら
な
い
』
本
を
が
ん
ば
り
読
ん
じ
ゃ
っ
た

 

○ 

尺
取
り
虫 

お
見
事
ペ
ー
ス
崩
れ
な
い

 

○ 

旅
す
れ
ば
何
処
も
彼
処
も
日
本
一

 

○ 

摩
訶
不
思
議
ふ
れ
あ
い
通
り
は
ヒ
ト
デ
ナ
シ

 
○ 
散
歩
後
は
車
で
新
聞
買
い
に
行
く

 
○ 
帰
路
に
つ
き
不
意
に
浮
か
ん
だ
捨
て
ゼ
リ
フ

 

○ 
特
売
の
チ
ラ
シ
の
裏
に
詠
む
川
柳

お
わ
り
に

　

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
の
停
戦
交
渉
を
り
、
そ
の

進
捗
動
向
は
不
透
明
だ
。
ガ
ザ
保
険
当
局
に
依
れ
ば
、

戦
闘
開
始
後
の
ガ
ザ
側
の
死
者
は
4
万
１
千
人
を
超
え

た (2024

年
9
月
10
日
現
在 )
。
こ
れ
程
の
が
亡
く
な
っ

て
い
る
の
に
、
私
は
川
柳
を
詠
む
こ
と
に
、
う
つ
つ
を

抜
か
し
て
い
る
。
遠
い
地
域
や
目
の
前
に
在
る
幾
つ
も

の
壁
を
前
に
、
ぶ
つ
か
り
、
弾
き
飛
ば
さ
れ
、
自
分
を

問
い
直
し
、
発
信
し
て
い
る
。
足
元
を
見
詰
め
、
一
つ

ひ
と
つ
の
言
葉
に
命
を
吹
き
込
ん
で
い
る
。
句
会
の
メ

ン
バ
ー
は
多
士
済
々
だ
か
ら
、
自
分
以
外
、
誰
か
の
視

点
に
立
っ
て
観
る
景
色
も
大
切
だ
。
年
を
重
ね
て
も
教

わ
る
こ
と
が
多
く
、「
心
機
一
転
」
に
遅
い
は
な
い
。
70

代
を
大
学
の
講
義
の
如
く
、
前
期
・
後
期
に
分
け
て
語

る
風
情
は
非
合
理
的
で
無
茶
。
敢
え
て
言
う
な
ら
私
た

ち
世
代
は
今
、
絶
好
の
機
会
到
来
で
《
好
機
高
齢
者
》

と
で
も
呼
ぼ
う
。
こ
ん
な
時
に
前
を
向
い
て
共
に
歩
き
、

分
か
ち
合
え
る
共
見
者
が
い
れ
ば
、
心
強
い
支
え
に
な

る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
在
る
の
は
共
に
並
び
立
つ
共
見
の

関
係
性
で
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
壁
に
揺
れ
な
が
ら
、
今

を
生
き
る
自
分
の
問
を
共
有
し
、
課
題
を
一
緒
に
見
つ

め
る
共
見
者
。
川
柳
を
詠
む
こ
と
の
出
来
る
日
常
は
平

和
で
幸
せ
で
す
。
完
璧
を
求
め
ず
、
こ
だ
わ
ら
ず
、
と

ら
わ
れ
ず
、
社
会
か
ら
少
し
だ
け
外
れ
、
詠
ん
で
楽
し

み
、
読
ん
で
笑
う
川
柳
。
思
い
出
す
の
が
『
笑
点
』
の

お
題
『
18
歳
と
81
歳
の
違
い
』 (2015

年
10
月
29
日
～ )

。

お
題
と
回
答
を
つ
く
る
作
家
と
、
演
技
力
を
発
揮
し
て

面
白
お
か
し
く
答
え
る
笑
点
メ
ン
バ
ー
の
絶
妙
な
共
同

作
業 ( 

参
照
： ( 

財 ) 

昭
和
経
済
研
究
所
、「
縁
は
異
な

も
の
味
な
も
の
～
二
代
目
桂
小
南
か
ら
ロ
ー
カ
ル
岡
の

40
年
～
」2024

年
8
月
、
29
頁(

注
35) 

で
す
。
川
柳

の
素
材
は
枯
渇
し
な
い
。

 

○ 

恋
に
溺
れ
る
18
歳  

風
呂
で
溺
れ
る
81
歳

 

○ 

心
が
も
ろ
い
18
歳  

骨
が
も
ろ
い
81
歳

 

○ 

恋
に
落
ち
る
18
歳  

ベ
ッ
ド
か
ら
落
ち
る
81
歳

 

○ 

愛
し
て
い
る
か
を
確
か
め
る
18
歳

 　
　
　
　

生
き
て
い
る
か
を
確
か
め
る
81
歳

 

○ 

聞
く
気
が
な
い
18
歳 

聞
こ
え
な
い
81
歳

 

○ 

偏
差
値
が
気
に
な
る
18
歳

 　
　
　
　

血
糖
値
が
気
に
な
る
18
歳

 

○ 

受
験
と
戦
う
18
歳  

頻
尿
と
戦
う
81
歳

 

○ 

暴
走
す
る
18
歳  

逆
走
す
る
81
歳

 

○ 

未
来
を
話
す
18
歳  

過
去
を
話
す
81
歳

 

○ 

親
の
支
え
が
い
る
18
歳  

杖
の
支
え
が
い
る
81
歳

 

○ 

何
も
知
ら
な
い
18
歳  

何
も
覚
え
て
い
な
い
81
歳

 

○ 

旅
で
自
分
探
し
の
18
歳  

徘
徊
で
家
族
が
探
す
81
歳

 

○ 

頂
点
を
目
指
す
18
歳  

終
点
を
目
指
す
81
歳

　

文
中
の
行
き
過
ぎ
た
言
葉
遣
い
、
ど
う
か
御
容
赦
戴

き
た
い
。
恋
で
胸
を
詰
ま
ら
せ
ブ
ラ
ン
ド
店
を
ハ
シ
ゴ

す
る
18
歳
を
前
に
、
餅
で
喉
を
詰
ま
ら
せ
病
院
を
ハ
シ

ゴ
す
る
世
代
の
一
人
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
静
か
に
、

の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
参
り
ま
す
。
最
も
捨
て
た
く
な

い
価
値
観
を
17
文
字
に
託
し
な
が
ら
、
ヨ
タ
ヘ
ロ
街
道

を
徐
行
し
て
参
り
ま
す
。( 

文
中
の
敬
称
略 )
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梧
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れ
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人
生
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』
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の
手
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社
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佐
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変
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の
時
代
の
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が
い
を
求
め
て
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丸
善

プ
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ー
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佐
々
木
晃
彦 ( 

さ
さ
き
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あ
き
ひ
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山
形
県
生
ま
れ
。

九
州
共
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大
学
名
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教
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文
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済
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。
モ
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文
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教
授
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お
笑
い
台
本
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の
世
界
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経

て2017

年
よ
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市
川
一
に
師
事
、
川
柳
創
作
に
取
り

組
む
。
作
品
は
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川
柳
さ
わ
や
か
』No.401( 

読
売
多

摩
川
柳
ク
ラ
ブ
、2018)

、
市
川
一
編
『
川
柳
の
あ
し
あ

と
』( 

川
柳
文
庫
、2022)

、市
川
一
編
『
日
野
本
町
川
柳
』

(2017

年
7
月
号
～2024

年
5
月
号 )

、『
川
柳
か
わ

せ
み
』( 

日
野
柳
友
会
、2024

年
7
月
号
～ ) 

に
収
録
。
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